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毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月下旬
定時株主総会：毎年3月31日
期 末 配 当：毎年3月31日
中 間 配 当：毎年9月30日

日本経済新聞
大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番4号
住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-8701東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社　証券代行部

住友信託銀行株式会社
本店及び全国各支店
100株

（受取人） 

東京都練馬区下石神井4-1-7

石神井局承認 

切 手 不 要  

料金受取人払  

差出有効期間 
平成19年6月 
30日まで有効 

郵 便 は が き  
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株式会社松屋フーズ 総務部 行 

年　　齢 20代未満、20代、30代、40代、50代、60代、70代以上 

性　　別 男　・　女 

会社員、会社経営者・自営業、官公庁・団体職員、 

専門職、主婦、無職、その他 

住　　所　（都道府県名） 

個人情報保護のため氏名はご記入いただかなくて結構です。 

（都・道・府・県） 

該当する項目に○をお付けください。 

職　　業 

3年未満、3年以上10年未満、10年以上20年未満、 

20年以上 

株式投資歴 

（
キ
リ
ト
リ
） 

株式会社 松屋フーズ
〒177-0042 東京都練馬区下石神井四丁目1番7号
TEL：03（3904）1121（代）
http://www.matsuyafoods.co.jp

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

公 告 掲 載 新 聞
株主名簿管理人

同事務取扱場所

同 取 次 所

単 元 株 式 数

株主メモ

（ ）郵 便 物 送 付 先

電 話 照 会 先

（住所変更等用紙のご請求） 0120－175－417
（その他のご照会） 0120－176－417

9887

アンケート実施期間は、本中間報告
書がお手元に到着してから約2ヶ月
間（2007年2月20日まで）です。 

そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

第32期 中間報告書
2006年4月1日から2006年9月30日まで

［写真左上より（時計回り）］
●豪州牛めし
●「松屋」石神井台店
●「松八」川越店
●松カツ定食
●「松屋」和光市駅前店



コスト比率は7月修正計画比0.8ポイント（前

年同期比3.4ポイント）上昇の65.6%となっ

たため、経常利益は7月修正計画とほぼ同

水準の530百万円となりました。

中間純損失につきましては、業績の回復に伴

う減損対象店舗の減少により、7月修正計画段階

で織り込んでおりました減損損失額が大幅に減少したことか

ら、7月修正計画比において大幅に縮小いたしました。

米国産牛肉の輸入禁止措置は、条件付きではありますが約2

年7ヶ月ぶりの2006年7月27日に解除されました。

当社におきましては、米国産牛肉を使用した「牛めし」の販売休止を

余儀なくされた2004年2月中旬から約8ヶ月間は「牛めし」を販売することはで

きませんでしたが、お客様の「牛めし復活」のご要望にお応えすべく、2004年

10月には中国産とオーストラリア産牛肉をブレンド使用した「本格派 牛めし

（並盛390円）」、翌年9月には中国産牛肉100%の「新作 牛めし（並盛350

円）」、そして現段階ではオーストラリア産牛肉100%の「豪州 牛めし（並盛

350円）」を販売いたしており、多くのお客様からご愛顧いただいております。

米国産牛肉の使用の是非につきましては、お客様の視点に立った際、

『食の安全･安心』は極めて重要な要素であります。2006年9月には、当

社と取引関係にある米国の主要食肉加工会社の生産ラインを視察して

まいりました。安全性の確保に関する疑問点については深くディスカッ

ションし、生産工程全般をこの目で確認した今では、米国産牛肉はお客

様に安心して食べていただけるものであると確信いたしております。

今後も引き続き、米国産牛肉を確保することのできる量及び仕入価格の

問題はもちろんのこと、消費者の方々の消費動向等を総合的に勘案し、米

国産牛肉を使用

した各種メニュー

の販売時期、販

売方法を見極め

ていきたいと考え

ております。

株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

ここに当社2007年3月期中間期（以下、当中間期）の概況をご報告申し上

げます。

株主の皆様へ

当中間期の外食業界を取り巻く環境は、『米国産牛肉の輸入

再々開』『既存店売上高の回復基調』等、一部で明るい兆しが見

えてきたものの、同業他社との競争は熾烈を極めており、依然として

厳しい経営環境下であります。

当社におきましては、第1四半期の『主力商品「牛めし」の食材変更』『自

社精米工場による無洗米の導入』等による調理手順の大幅な変更の影

響で、スムーズな店舗オペレーションに一部支障をきたした結果、既存店売

上高の前年同期比（第1四半期対比）は93.0%と低迷し、7月に期初の業

績予想の修正を余儀なくされました。

しかしながら、第2四半期から直近の足元にかけての状況は、『Q･S･C（商

品･サービス･清掃レベル）の地道な改善努力』『効果的な新メニュー投入』

等により、既存店の売上高は回復基調となり、9月単月では104.3%を達成

いたしました。結果、当中間期の売上高は、前年度以降の新規出店によ

る売上増加分等も寄与し、7月修正計画比101.8%（前年同期比102.6%）

の28,908百万円となりました。

次に、当社において重視すべき指標として認識しておりますF/Lコスト

〔Food（売上原価）とLabor（人件費）に係るコストの合計〕ですが、まず、売

上原価につきましては、第1四半期の売上低迷を受け、販売促進策の一環

として『主要メニューの品質向上及び増量』を行った結果、入客数も増え、

売上の改善に大きく寄与いたしました。しかしながら売上原価率は7月修正

計画比0.6ポイント（前年同期比2.1ポイント）上昇の32.9%となりました。

人件費につきましては、世の中の雇用環境好転に伴い、パート･アルバイト

の平均時給が上昇基調にありますが、第2四半期以降の売上高の回復とと

もに、生産性向上を目標とした諸施策の効果

が現れ、人件費率は7月修正計画比0.2ポイ

ント（前年同期比1.3ポイント）上昇の32.7%

と、ほぼ計画通りの水準に落ち着きました。

結果、利益面につきましては、売上高は7

月修正計画を上回ったものの、F/L

当中間期の業績を振り返ってみての感想を
お聞かせください。Q

A

H I G H L I G H T S［単体決算ベース］
売上高

百万円28,908
「Q･S･C」の改善努力、効果
的な新メニュー投入等により、
第2四半期以降の業績は回復
基調に。7月修正計画比
101.8%（前年同期比102.6%）
の売上高となった。

経常利益

百万円530
売上高は7月修正計画を上回
ったが、「主要メニューの量･質両
面からのブラッシュアップ」等に
より原価率は上昇。結果、7月
修正計画比96.4%（前年同期
比29.7%）の経常利益となった。

中間純損失

百万円99
業績の回復基調を受け、減損
損失等の特別損失は7月修正
計画比△282百万円。結果、
中間純損失は7月修正計画比
において大幅に縮小。

30期 31期 32期（予想） 

56,585 57,693 60,930

30期 31期 32期（予想） 

（単位：百万円） 

経常利益 

売上高 

（単位：百万円） 

経常利益・ 
当期純利益 

（単位：百万円） 
総資産・純資産 

1,089 1,363

2,557

3,699

960

2,600

30,271

51,380

30期 31期 32期（予想） 

28,298 29,810

50,329 51,372

当期純利益 

総資産 
純資産 

代表取締役社長

瓦
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T O  O U R  S H A R E H O L D E R S

肉野菜炒め定食（550円）

米国産牛肉の輸入が再々開いたしましたが、
使用の予定はあるのでしょうか。Q

A

業績の推移

↑とろろワサビ牛めし（並：450円）

←ハッシュドビーフライス
（Mサイズ：290円）

1 2

第1四半期の業績不振を克服し、
足元の業績は回復基調にあります。
下期も引き続き「お客様第一」の
原点に立ち返り、業務に邁進いたします。

フィードロット（肥育場） 生産工程の視察風景



をオープンいたしました。回

転鮨の形態をとりながらも、

より鮮度の良い、おいしい

鮨を食べていただくために、

立ち鮨の割合（カウンター

越しでの注文割合）を多く

しております。

また、2006年8月には本

格的な高級鮨をお楽しみい

ただける「鮨 福松」吉祥寺

店もオープンいたしました。

「とんかつ業態」「鮨業

態」ともに、下期より社内

カンパニー制の組織とい

たしましたので、よりスピーディーかつダイナミックな業態開発に励

んでまいります。

足元の業績も第2四半期以降、回復基調にあります。

下期も引き続き、『お客様第一主義』の原点に立ち返り地

道な努力を積み重ね、通期業績予想（単体ベース:売上高:60,930百

万円、経常利益:2,600百万円、当期純利益:960百万円）を上回る

ことができますよう、業務を推進してまいります。

また一方で、昨今の株式市場に目を向けますと、市場を取り巻く環

境の変化に対応し、2006年6月に「金融商品取引法」が成立･公布

されました。同法においては『上場企業は財務諸表を正しく作成でき

る体制が整備されているか否かを自己評価する「内部統制報告書」を

作成し、監査を受けること』と規定されました。

これら時代の要請に対応すべく、コーポレートガバナンス（企業統治）

の充実に向けての取り組みも推進してまいります。

株主の皆様方におかれましては、今後も引き続き、より一層のご指

導、ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

成熟期にある外食市場において、当社が持続的に成長す

るためには、「松屋」業態に続く第2、第3の柱となる業態開発

が必要不可欠であります。

当社では、様 な々業態開発にチャレンジいたしておりますが、「とんか

つ業態」及び「鮨業態」におきましては、各業態ともに店舗数は10店舗

を超え、今後のチェーン展開を推進していくための基盤が確立できたと

思っております。

「とんかつ業態」につきましては、

上期に「松八」4店舗「松乃家」1店

舗の計5店舗を出店いたしました。

特に「松八」は、既存業態「チキン亭」

から装いも新たに開発した業態であ

り、落ち着いたモダン和風テイスト

の店舗空間において、リーズナブル

な価格で満足感のある「ロースとん

かつ定食」等をご賞味いただける業

態です。客単価水準も「松屋」業態

より若干高く、「松屋」近隣立地であったとしても互いに切磋琢磨す

ることにより、松屋グループとしてのシナジー効果が得られると考え

ております。今後も積極的に出店してまいります。

「鮨業態」につきましては、2006年3月に株式会社コバヤシフーズイ

ンターナショナルより「すし丸」等の回転鮨業態12店舗の営業を譲受

けてから約9ヶ月が経過いたしました。この間、試行錯誤を繰り返しな

がら今後の回転鮨業態のモデルというべき「回転鮨 福松」新小岩店

株主の皆様へ
T O  O U R  S H A R E H O L D E R S T O P I C S

松八店舗の座席数は「松屋」業態のスタンダードな

店舗（約20席）よりも多い約28席程度。カウンター席

に加え、ご家族･ご友人そろって気軽にお寛ぎいただ

けるテーブル席が多数配置されております。

モダン和風テイストのこだわりぬいた空間で味わう

とんかつは、「味」はもちろん、その値段とボリュームに

きっとご満足いただけることでしょう！

トピックス

当社では、「松屋」業態のさらなる成長に加え、第2、第3
の柱となる業態の開発に向け、日々チャレンジしております。
本トピックスにおいては、特にワンコイン（490円）の「ロー

スとんかつ定食」をはじめ、カツカレーやチキンカツ定食、丼物など、多彩
なメニューをリーズナブルなプライスで味わえる「松八」、当社が手掛ける新たな回転鮨モデルとして提案する

「回転鮨 福松」を中心に「とんかつ業態」「鮨業態」を紹介いたします。

「すし丸」等、回転鮨業態に参入してから、はや9ヶ月。

その間、試行錯誤を繰り返し、新たな回転鮨モデル

が誕生いたしました！

回転鮨の形態をとりながらも、より鮮度の良い、おい

しい鮨を食べていただくために、立ち鮨（カウンター越し

に注文を受けて握る）の割合を多くしております。

その1号店が10月に東京・JR新小岩駅南口にオープ

ンいたしました。是非一度、お立ち寄りください！

速報
！

松八 川口店
松八 町田店
松八 川越店
松八 広島本通店
松八 浅草店
松八 練馬店

チキン亭 西新宿店
チキン亭 津田沼南口店
チキン亭 仙台中央店

松乃家 新宿大ガード店
松乃家 赤坂店

すし丸 蒲田1号店
すし丸 蒲田2号店
すし丸 小金井店
すし丸 吉祥寺店
すし丸 木曽店
すし丸 大井町店
すし丸 小岩店
すし丸 橋本台店
すし丸 古淵店

焼津丸 元八王子店

吉ヱ門 立川店

福松 吉祥寺店
回転鮨福松 新小岩店

新業態の状況はいかがでしょうか。Q

A

「松八」練馬店

「回転鮨福松」
新小岩店

下期における展望をお聞かせください。Q

A

とんかつ業態

鮨業態

お待たせいたしました！松屋のケータイサイトがついに完成いたしました！！ 新キャラクター「ウシ松君」が
松屋モバイル店の従業員として孤軍奮闘中です！
会員の皆様には、新メニュー情報等をいち早くお届け。今後は会員限定のさらなるお得情報を配信予定！
手軽で便利な松屋ファンクラブ会員の登録（無料）は、トップ画面の「常連になる」からお入りください。是非
ともお待ち申し上げております！！
ケータイサイトへのアクセスはこちらから http://ktai.at/matsuyafoods/

「とんかつ業態」「鮨業態」の詳細は当社ホームページまで http://www.matsuyafoods.co.jp
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北海道・東北圏 

北関東・甲信越圏 

東海・北陸圏 
中国・九州圏 

関西圏 

首都圏 

事業戦略
B U S I N E S S  S T R A T E G Y

当中間期においては、国内初のショッピングセンター内での出店2店舗（「イオン浦和美園SC店」「イオン柏SC店」）、とんかつ業態5店舗、鮨業態1店
舗等の新業態を含む計25店舗を新規に出店した結果（退店は11店舗）、2006年9月末日現在の総店舗数は716店舗（うちFC10店舗）となりました。
さらには既存店29店舗の改装（全面改装8店舗、一部改装21店舗）も実施いたしました。

702

第29期 第30期 第31期 第32期 
（中間） 

716
665

604

店舗数の推移

716
全国

うちビルイン店舗505店舗
ロードサイド店舗211店舗
※海外9店舗を除く

店

25店舗
うちビルイン店舗11店舗
ロードサイド店舗14店舗

38店舗
うちビルイン店舗6店舗
ロードサイド店舗32店舗

66店舗
うちビルイン店舗17店舗
ロードサイド店舗49店舗

90店舗
うちビルイン店舗65店舗
ロードサイド店舗25店舗

24店舗
うちビルイン店舗12店舗
ロードサイド店舗12店舗

473店舗
うちビルイン店舗393店舗
ロードサイド店舗80店舗

赤羽西口店（東京都）

photoダミー

2006年
4月11日～
4月16日

4/11（火）～4/16（日）
まで期間限定で「40
周年謝恩キャンペー
ン」と題し、「新作牛
めし」と「キムチ牛めし」を50円値引き
販売！

牛めし値引き

2006年
4月16日
登場!!

食物繊維をたっぷり
含んだごぼうと、シ
ャキシャキとした歯
ごたえのきゅうりをト
ッピングしたおいしくて体にやさしいメ
ニューを新発売！

春のごぼう牛めし

2006年
4月27日
登場!!

高タンパクで低脂肪
の鶏肉と、疲労回復
や風邪などによく効
くとされている白髪
ネギをトッピングした体にやさしいメニ
ューが新登場！

チキングリル定食

2006年
5月18日
登場!!

超極辛のスープカレー
は、唐辛子をふんだん
に使用しているため、
辛味成分の「カプサイ
シン」が多く含まれています。この「カプサ
イシン」は発汗作用を捉し、美肌やダイエ
ットにも最適！

スープカレー

2006年
5月25日
登場!!

オーストラリア産牛
肉を使用した「牛め
し」を首都圏の店舗
で発売開始！

豪州 牛めし

2006年
6月29日
登場!!

じっくり煮込んだ野菜
たっぷりのオリジナル
ソースは、旨さ、ボリ
ューム、価格ともに三
拍子そろった納得の一品！

ハッシュドビーフライス

2006年
7月6日～
9月14日

肉料理との相性がよ
く、カテキンのフラボノ
効果でスッキリと飲み
やすい緑茶と生活習
慣病に良いとされている富士山の伏流水を
使ったバナジウム天然水を期間限定でプ
ライスダウン！

クールドリンクフェア

2006年
7月13日
登場!!

豚肉は夏のスタミナア
ップにピッタリ。低カ
ロリーの豚タンに消化
を助け疲労回復に効
果があるというとろろをセットにした「とろろタ
ン定食」とレモンでさっぱりの「豚焼肉定食」
を新発売！

とろろタン定食

2006年
7月20日
登場!!

じっくり煮込んだ野菜
たっぷりのオリジナル
ソースに、ソーセージ
と温泉玉子をトッピン
グ！旨さ、ボリューム、価格の三拍子そ
ろった納得の一品を新発売！

ハッシュドグルメ

2006年
8月10日
登場!!

たっぷりの野菜と豚
肉を特製の甘辛ダレ
で味付けした、ご飯が
進む一品を新発売！

肉野菜炒め定食

2006年
8月17日
登場!!

松屋自慢の牛めしと
豚めしに、ワサビと
とろろ、さらにモロ
ヘイヤを加えてトッピ
ング！さっぱりとした味わいの体にやさ
しいメニューを新発売！

とろろワサビ牛めし

2006年
9月7日
登場!!

アツアツジューシーな
ハンバーグに、じっくり
煮込んだ野菜たっぷ
りのオリジナルソース
をかけた味わい深い一品を新発売！

ハッシュドハンバーグセット

2006年
9月7日～
9月14日

定食をご注文された
お客様に限り期間限
定で、『新米ライスの
大盛』を無料で提供！

新米フェア

2006年
9月21日
登場!!

やわらかジューシーな
鶏肉がたっぷり入っ
た、マイルドな辛さが
ほどよい刺激の一品
を新発売！

チキングルメカレー

のメニュー展開 「松乃家」赤坂店
（東京都）

「鮨福松」吉祥寺店（東京都）

イオン浦和美園SC店
（埼玉県）

「松八」浅草店（東京都）

和光市駅前店（埼玉県）

「松屋」広島本通店 2F
（広島県）

当中間期は25店舗の新規出店。
首都圏を中心に、新業態店舗も続々と登場！

イオン柏SC店（千葉県）

「松八」広島本通店 1F
（広島県）

の 
＆ 

新 
キャンペーン 

2006年4月から2006年9月に登場した、
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財務データ
F I N A N C I A L  D A T A

（単位：百万円）中間連結損益計算書（要旨）

科 目

29,446
9,653
19,793
19,114
678
156
236
598
10
494
115
205
△13
△76

売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税金等調整前中間（当期）純利益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額

中間（当期）純利益又は中間純損失（△）

28,266
8,689
19,576
17,821
1,754
116
185
1,686
224
534
1,376
644
53
678

57,877
18,431
39,446
35,676
3,769
268
362
3,674
251
1,124
2,801
1,668
△181
1,315

中間連結貸借対照表（要旨）
資 産 の 部

科 目

（単位：百万円）

流 動 資 産
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
投資その他の資産

資 産 合 計

流 動 負 債
固 定 負 債
負 債 合 計

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
その他有価証券
評 価 差 額 金
為替換算調整勘定
自 己 株 式
資 本 合 計
負 債 ・ 資 本 合 計

株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式

評価・換算差額等
そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金
為替換算調整勘定

純 資 産 合 計
負 債 ・ 純 資 産 合 計

9,228
40,667
23,964
1,320
15,381
49,895

8,435
12,001
20,437

ー
ー
ー

ー

ー
ー
ー
ー

29,483
6,655
6,963
15,873
△9
△25

△0

△25
29,457
49,895

10,963
40,530
23,889
1,394
15,246
51,494

9,474
12,207
21,681

6,655
6,963
16,208

△0

△5
△9

29,812
51,494

ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー

ー
ー
ー

当中間期
平成18年9月30日現在

前中間期
平成17年9月30日現在

前　期
平成18年3月31日現在

当中間期
平成18年4月1日から
平成18年9月30日まで

前中間期
平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで

前　期
平成17年4月1日から
平成18年3月31日まで

連 結 財 務 諸 表

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てています。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てています。

10,067
38,086
23,245
288

14,551
48,153

7,586
11,153
18,740

6,655
6,963
15,802

△1

ー
△8

29,412
48,153

ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー

ー
ー
ー

（単位：百万円）中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

科 目

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（減少：△）
現金及び現金同等物期首残高
現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻

786
△2,966
△309
△1

△2,491
4,820
2,329

6,705
△5,888
△780
ー
36

4,784
4,820

当中間期
平成18年4月1日から
平成18年9月30日まで

前中間期
平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで

前　期
平成17年4月1日から
平成18年3月31日まで

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てています。

2,599
△1,900
△1,843

ー
△1,144
4,784
3,639

中間貸借対照表（要旨）
資 産 の 部

科 目 前中間期
平成17年9月30日現在

（単位：百万円）

当中間期
平成18年9月30日現在

（単位：百万円）中間損益計算書（要旨）

科 目 当中間期
平成18年4月1日から
平成18年9月30日まで

28,908
9,518
19,389
18,847
541
252
264
530
18
528
19
114
4

△99
ー
ー
ー

売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前中間（当期）純利益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額

中間（当期）純利益又は中間純損失（△）
前 期 繰 越 利 益
中 間 配 当 額
中間（当期）未処分利益

57,693
18,367
39,325
35,641
3,683
447
431
3,699
250
1,202
2,747
1,583
△199
1,363
535
228
1,670

前中間期
平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで

前　期
平成17年4月1日から
平成18年3月31日まで

流 動 資 産
固 定 資 産
資 産 合 計

流 動 負 債
固 定 負 債
負 債 合 計

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
その他有価証券
評 価 差 額 金
自 己 株 式
資 本 合 計
負 債 ・ 資 本 合 計

株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式

評価・換算差額等
その他有価証券
評 価 差 額 金

純 資 産 合 計
負 債 ・ 純 資 産 合 計

8,275
41,285
49,561

8,172
11,929
20,101

ー
ー
ー

ー

ー
ー
ー

29,459
6,655
6,963
15,850
△9
△0

△0

29,459
49,561

前　期
平成18年3月31日現在

10,249
41,123
51,372

9,373
12,189
21,562

6,655
6,963
16,200

△0

△9
29,810
51,372

ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー

ー
ー

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てています。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てています。

9,429
38,709
48,138

7,533
11,136
18,670

6,655
6,963
15,858

△1

△8
29,468
48,138

ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー

ー
ー

28,182
8,672
19,510
17,753
1,757
247
218
1,787
223
570
1,440
608
39
792
535
ー

1,328

株 主 資 本 評価・換算差額等
当中間会計期間（平成18年4月1日から平成18年9月30日まで）

中間株主資本等変動計算書（要旨）

科　　目

6,655

ー
6,655

平 成 1 8 年 3 月 3 1 日 残 高
中間会計期間中の変動額
剰 余 金 の 配 当
利益処分による役員賞与
中 間 純 損 失
自 己 株 式 の 取 得
自 己 株 式 の 処 分
株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純額）
中間会計期間中の変動額合計
平 成 1 8 年 9 月 3 0 日 残 高

資本金

6,963

△0

△0
6,963

資本
剰余金

16,200

△228
△22
△99

△0

△350
15,850

利益
剰余金

△9

△0
0

△0
△9

自己株式

29,810

△228
△22
△99
△0
0

△350
29,459

株主資本
合計

△0

△0

△0
△0

その他有価証券
評価差額金

△0

△0

△0
△0

評価・換算
差額等合計

29,810

△228
△22
△99
△0
0

△0

△350
29,459

純資産
合計

単 体 財 務 諸 表

負 債 の 部

資 本 の 部

純 資 産 の 部

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てています。

純 資 産 の 部

資 本 の 部

負 債 の 部

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準）
当中間（連結）会計期間より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」

（企業会計基準委員会　平成17年12月9日　企業会計基準第5号）及び「貸借対照表の
純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会　平成17年
12月9日　企業会計基準適用指針第8号）を適用しております。
この変更による従来の資本の部の合計に相当する金額は連結ベースでは29,457百

万円、単体ベースでは29,459百万円であります。
なお、中間（連結）財務諸表規則の改正により、当中間（連結）会計期間における

中間（連結）貸借対照表の純資産の部については、改正後の中間（連結）財務諸表規
則により作成しております。

株 主 資 本 評価・換算差額等
当中間連結会計期間（平成18年4月1日から平成18年9月30日まで）

中間連結株主資本等変動計算書（要旨）

科　　目

6,655

ー
6,655

平 成 1 8 年 3 月 3 1 日 残 高
中間連結会計期間中の変動額
剰 余 金 の 配 当
利益処分による役員賞与
中 間 純 損 失
自 己 株 式 の 取 得
自 己 株 式 の 処 分
株主資本以外の項目の中間
連結会計期間中の変動額（純額）
中間連結会計期間中の変動額合計
平 成 1 8 年 9 月 3 0 日 残 高

資本金

6,963

△0

△0
6,963

資本
剰余金

16,208

△228
△29
△76

△0

△334
15,873

利益
剰余金

△9

△0
0

△0
△9

自己株式

29,818

△228
△29
△76
△0
0

△334
29,483

株主資本
合計

△0

△0

△0
△0

その他有価証券
評価差額金

△5

△19

△19
△25

為替換算
調整勘定

△6

△19

△19
△25

評価・換算
差額等合計

29,812

△228
△29
△76
△0
0

△19

△354
29,457

純資産
合計

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てています。



【アンケートに関するお願い】
当社では、株主、投資家の皆様とのコミュニケーションを図るため、アン
ケートを実施させていただきたく存じます。お手数ではございますが、質
問にお答えいただき、ご投函ください。ご協力お願いいたします。

9

株式の状況・会社概要
STOCK INFORMATION & CORPORATE DATA

アンケート
S H A R E H O L D E R  S U R V E Y

●株式の状況（2006年9月30日現在）

発行可能株式総数 70,000,000株

発行済株式総数 19,063,968株

株主数 24,273名

個人・その他 

外国法人等 0.23%
証券会社 0.11%

金融機関 0.15%

その他の法人 0.66%

●所有者別状況（株主数） ●所有者別状況（株式数） 

98.85%

自己名義株式 0.00%

金融機関 
14.88%

証券会社 1.01%

外国法人等 2.97%

その他の法人 
25.51%

自己名義株式 0.02%

個人・その他 

55.61%

●会社概要（2006年9月30日現在）

1980年1月16日
6,655,932千円
瓦葺利夫
1,097名
576億円（第31期実績）
東京都練馬区下石神井四丁目1番7号

嵐　山：埼玉県比企郡嵐山町花見台4番地3号
富士山：静岡県富士宮市大字北山字峯4242番地4号
716店（直営706店、FC10店）
※海外9店舗を除く
・牛めし定食事業
・とんかつ事業、鮨事業、ラーメン事業　ほか
・フランチャイズ加盟店への食材等の販売及び
経営指導

設 立
資 本 金
代表取締役社長
従 業 員 数
売 上 高
本 社

工 場

店 舗

事 業 内 容

●大株主（上位10名）

株　主　名
当社への出資状況

持株数 出資比率
4,442,800
2,729,441
2,000,000
753,500
649,372
583,600
518,400
475,300

311,000

259,200

23.30
14.32
10.49
3.95
3.41
3.06
2.72
2.49

1.63

1.36

（株） （％）

瓦
かわら

葺
ぶき

利
とし

夫
お

斉
さい

木
き

兼
かね

芳
よし

黒
くろ

木
き

幹
みき

生
お

緑
みどり

川
かわ

源
げん

治
じ

小
こ

松
まつ

崎
ざき

克
かつ

弘
ひろ

桜
さくら

島
じま

茂
しげ

雄
お

佐
さ

藤
とう

雅
まさ

敏
とし

平
ひら

田
た

保
やす

幸
ゆき

藤
ふじ

ノ
の

木
き

清
きよし

濱
はま

洲
しゅう

代表取締役社長

専 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

●役員一覧（2006年9月30日現在）

1. 当社株式をどの位の期間保有されていますか。 
　a. 10年以上　  b. 7年～10年　  c. 5年～7年　  d. 3年～5年 
　e. 1年～3年　  f. 1年未満 
 
2. 今後の当社株式についてどのような方針をお持ちですか。 
　a. 売却　  b. 長期保有　  c. 買い増し 
　 また、上記方針を決定するための判断材料は何ですか。（複数回答可） 
　a. 株価　  b. 配当　  c. 将来計画　  d. 業績 
　e. その他（　　　　　　　　　　　　　　） 
 
3. IR情報の提供手段としてどのようなものを希望されますか。 
　a. 株主通信　  b. 投資家説明会　c. インターネットホームページ 
　d. IR広告　e. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 
 
4. 当社の「冷凍個食パック」をご賞味いただいたことはありますか。 
　a.ある →（4－1.4－2.へ）　　　b.ない →（4－3.へ） 
 
4-1. 問4で「a.ある」とお答えされた株主様へお聞きします。「冷凍個食パック」を 
　　 ご購入（優待券との引き換え含む）された回数は何回ですか。 
　　a.1回のみ　　b.2～3回　　c.4回以上 
 
4-2. 問4で「a.ある」とお答えされた株主様へお聞きします。「冷凍個食パック」の 
　　 ご購入手段は次のうちどれですか。（複数回答可） 
　　a.優待券との引き換え　b.当社ホームページより注文 
　　c.インターネットショッピング（楽天市場ほか）　d.スーパー/生協 
　　e.店舗で購入　f.テレビ通販　g.電話注文 
　　h.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 
 
4-3. 問4で「b.ない」とお答えされた株主様へお聞きします。「冷凍個食パック」を 
　　 ご賞味いただいていない理由をお聞かせください。（複数回答可） 
　　a.知らない　b.知っているが購入しようと思わない　 
　　c.購入方法がわからない　d.値段が高い　e.商品の種類が少ない　 
　　f.その他（　　　　　　　　　　　　　　）　 
 
5. 当社へのご意見ご要望をお聞かせください。 

 
 
 
 

 ご協力有難うございました。   

株主の皆様へアンケートのお願い 

 

（
キ
リ
ト
リ
） 

　2006年7月に「松屋グリル西台店」がオープンいたしました。

同店は、カップルや家族連れをターゲットとした新感覚の「松屋」

です。こだわりの店内はBOX席を中心に、ドリンクコーナーを設け、

客席から厨房内の調理風景も楽しめるよう設計しております。 

　メニューは、「松屋」の定番メニューはもちろん、「デミソースハ

ンバーグ定食」（490円）等のリーズナブルなメニューから「黒豚

の肩ロースステーキ」（1,050円）など素材にこだわった本格派メ

ニューまで、幅広く取り扱っております。その他、お子様ランチや

デザートも充実しており、グループや家族連れなどの幅広いお客

様からのご期待にお応えしてまいります。 
  松屋グリル西台店 
  東京都板橋区高島平1-79-3　十三越ビル1F

A.

Q.

第31期事業報告書のアンケートでは、1,523名
の株主の皆様からご意見・回答をいただきました！ 

「松屋グリル」というお店を見かけましたが、 
通常の「松屋」業態とどこが違うのですか？ 

A.

Q. 松屋ではどのような飲酒運転対策を 
行っているのでしょうか？ 

　飲酒運転による悲惨な事故が多発し、大きな社会問題となっ

ている昨今、当社では、車を運転して来店されたお客様には「絶

対に飲ませない！」を大前提に、店内での告知文の掲示や有線

放送での呼び掛け、さらには従業員による運転有無の確認により、

積極的に飲酒運転防止に努めております。 

A.

Q. 個食パックはどこで買えるの？ 

　電子レンジかお湯で温めるだけで、「松屋の味」をご家庭でも

簡単にお楽しみいただける冷凍個食パックは、一部店舗を除く「松

屋」のお店でご購入いただけるほか、当社ホームページ内のオン

ラインショップよりお買い求めいただけます。 

（http://www.matsuyafoods.co.jp） 

　さらに、専用フリーダイヤル0120-127-230でも承ります。 

（受付時間:毎日10:00～18:00） 

ますます身近となった当社

冷凍個食パック、是非一度

ご賞味くださいませ！ 

厨房機器等のメンテナンス事業及び販売、店舗の建設施工管理、給排水工事
（株）エム・テイ・テイ

クリーニング事業及びリサイクル事業、廃棄物回収事業
（株）エム・エル・エス

採用・人事関連業務及び事務集中処理業務（シェアードサービス）
（株）エム・ピー・アイ

教育研修業務及び教育ツール等販売、能力認定試験企画運営、店舗等監査
（株）エム・エム・シー・エー

立地開発及び契約更新業務
松屋フーズ開発（株）

農業及び農業の代行・受託
（株）松屋ファーム

※（株）松屋ファーム、青島松屋快餐有限公司は、非連結子会社で持分法非適用会社。

中華人民共和国における飲食店舗の運営
青島松屋快餐有限公司

米国における持株会社としてのマネジメント業務等
Matsuya Foods USA,Inc.

米国における食材の仕入・加工・販売
Matsuya International,Inc.

米国における飲食店舗の運営
Yonehama,Inc.

米国におけるMatsuya Foods USA,Inc.グループの経理・事務・総務業務
Yonehama International,Inc.

グ
ル
ー
プ
会
社
紹
介

瓦 　 葺 　 　 利 　 夫
有 限 会 社 テ ィ ケ イ ケ イ
有 限 会 社 ト ゥ イ ー ル
瓦 　 葺 　 　 一 　 利
瓦 　 葺 　 　 　 　 香
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
商 工 組 合 中 央 金 庫
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会
社（三井アセット信託銀行再信託分・株式
会社三井住友銀行退職給付信託口）
資産管理サービス信託銀行株式会社
（ 証 券 投 資 信 託 口 ）

2006年12月11日より、下記住所へ本社屋を
移転いたします。
東京都武蔵野市中町一丁目14番5号


